南病棟チームカンファレンス記録
	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	


　
平成24年　7月18日(水)　　　　　　　　　　　　　　司会：東　志保　　記録：赤坂　真吾
	小向
	寺澤
	山内
	渋谷
	橘
	橋本
	久保
	清川
	工藤
	新山
	藤原

	○
	年休
	○
	公休
	公休
	公休
	準夜
	公休
	○
	○
	深夜

	東
	大久保
	田口
	田ノ上
	赤坂
	貝塚
	小森
	野々上
	小笠原
	田村
	野中

	○
	準夜
	準夜
	洗濯
	○
	準夜
	深夜
	CD留守
	B留守
	公休
	公休

	大嶋
	門上
	坂本
	小倉
	富澤
	竹花
	長谷川
	李
	
	
	

	公休
	CD留守
	深夜
	深夜
	CD留守
	公休
	○
	○
	
	
	


出席者は記載者が○をつける
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜患者様連絡事項＞

・佐々木　貞吉様～7/9（月）から茶ゼリーによる嚥下訓練を開始しています。

　　　　　　　　　嚥下状態良好な為、本日昼食より粥・極キザミ・トロミにて食事を提供しています。7/19（木）昼食まで提供し、嚥下状態や摂取状況を観察していきます。

　　　　　　　　　肺炎などのリスクもある為、食後の口腔ケアを徹底してください。

　　　　　　　　　ご家族へ、経口からの食事開始について連絡をしています。

　　　　　　　　　食事時の離床に関して、以前は盗食行為あり時間をずらして摂取していただいていましたが、現在の状況を確認する為、特に時間をずらさずに様子を見る事としています。

・沼端　紀雄様～他者（慶長様）に対し、大声で叫ぶなど易怒性みられています。他者とのトラブルの可能性ありますので、要観察していきましょう。

　　　　　　　　8/2（木）9:30～八戸赤十字病院受診予定となっています。

　　　　　　　　付き添いに関して、ご家族（妻）に対して易怒的でありご家族の付き添いが困難な状況です。また本人の状態からスタッフ2名の付き添いが必要と考えられます。受け持ちスタッフは、ご家族と打ち合わせを行いスタッフ付き添いの際は付き添い料が発生することを説明して下さい。

・谷地　サエ様～7/23（月）ご家族（息子）と受け持ちスタッフと今後について話し合いを行う予定です。その後、地域復帰支援検討会を実施していきます。

　　　　　　　　主治医の方針は3ヶ月での退院ですので、退院先が決まらなければ他院（みちのく記念病院）への転院となります。今月で3ヶ月が経過しますが、ご家族は自宅への退院へは拒否的な状況です。

・河村　勝男様～身体の掻痒感の訴えない事からアレグラは飲み切り止めとなっています。

　

・板垣　富蔵様・若松　高様～便秘時の予測指示が8/1まで継続となっています。

・木ノ下　ツヨ様～7/25よりジャヌビアを減量し、ヒュ－マリンＲで糖尿病コントロールしていく予定としてます。本人様も了承しています。

・永洞　恭子様～両上肢の振戦見られている事から明日朝～シンメトレル（50）1Ｔ　1×朝　が7日分処方となっています。

・藤田　金弘様～現在使用中の眼鏡が壊れている状態です。受け持ちスタッフは家族様への連絡お願いします。

・和田　敦子様～主治医診察時右側の口角がやや下がっている事見られています。両上肢の麻痺は無く、発語も出来ていますが、やや呂律不良さ見られています。主治医指示にて頭部ＣＴ検査施行。左基底核の小脳梗塞確認しています。本日17時より24時間キープにて点滴療法開始となっています。安全確保の為、17時より身体拘束開始の指示あります。

家族様へは連絡済みです。明日か明後日面会に来るとの事です。

＜連絡事項＞
・心理スタッフから回想法についてのアンケートが来ています。7月末〆切ですので、厳守し提出をお願いします。

＜作業療法報告＞
ABユニット

・谷地　サエ様～下川様退院後、プログラムに対して積極性あり他患者様との交流も見られてきています。園芸プログラムに対しても積極的で、作物の成長にも興味を示されています。現在の状況をADL維持につなげられる様にしていきます。

・鈴木　サダ様～歩行不安定であることから、歩行訓練の導入を検討しています。

CDユニット

・岩館　賢一郎様～昨日、車椅子にて離床し中庭へ出ています。泣くなどの感情の変化みられ反応良好でした。今後も、体調をみながら離床を促していくこととします。

・沼端　紀雄様～コミュニケーションツールとしてひらがな50音表、職歴（マツダ自動車）からマツダの社名ロゴとマツダ車の絵と「おはよう」「体操」の絵を見せましたが本人の反応としては「なんですか？」と視覚からの絵や文字の理解に困難が見られています。CT画像をもとに現在、右脳が優位に働いている事から金曜日の音楽活動にて本人の反応を見ていく事とします。

・中村　文俊様～プログラム中、居眠りしている事が多く覚醒して取り組めない様子見られています。夜間の睡眠状況の観察をしていきましょう。

　　　　　　　　会話の内容から、記憶保持に関しては10分程度と考えられます。

